
１．はじめに

沖縄市泡瀬地先では人工島が建設されている。
人工島建設では、護岸工事の地盤改良工事で施
工されたサンドコンパクションの盛り上がり土を
撤去した土砂や、仮航路浚渫土が発生している。
また、この人工島近くの東ふ頭新港地区での浚渫
事業が進められている。これらの土砂は人工島内
の埋立に使用されている。なお、浚渫土砂には、
沖縄地方特有のサンゴ塊が多く含まれている。
本工事は、これらの工事で発生した土砂を空気
圧送船にて揚土する工事である。
工事概要
�１ 工 事 名：中城湾港（新港地区）泊地（―１１．０

m）揚土工事
�２ 発 注 者：内閣府沖縄総合事務局
�３ 工事場所：沖縄県沖縄市泡瀬地先
�４ 工 期：平成２６年７月２日～

平成２７年３月１０日
�５ 工事内容
・空気圧送揚土① １１５，５６４m３

対象土砂；護岸工事にて施工したサンドコンパ
クションの盛り上がり土および仮航
路の浚渫土

・空気圧送揚土② ９３，３９４m３

対象土砂；泊地浚渫土

２．現場における課題

�１ 空気圧送揚土①
空気圧送揚土の適応土砂で最適なのは軟泥シル
トであり、その場合、圧送機材や排砂管の摩耗は
微量である。しかし、サンドコンパクションの材
料である良質な砂およびサンゴ塊を含んだ土砂の
圧送揚土では圧送機材装置や排砂管に著しい摩耗
が生じることが想定され、着手前の検討では３．６６
mmの摩耗が生じる計算結果であった。排砂管等
の摩耗の抑制対策として土砂に加水する方法があ
るが、加水を行うとバージアンローダー船による
揚土と同様に埋立地内の水位上昇が生じるため、
その対策が必要になる。
また、排砂管等の交換は、圧送揚土作業を止め
る必要があり、施工中の護岸工事の工程に影響を
与える。
�２ 空気圧送揚土②
浚渫土は、同一浚渫区域でも、掘削深度、浚渫
位置によってサンゴ塊の混入量や粘性状況に違い
がある。サンゴ塊には、人頭大のものもあり、１，３５６
mの長距離圧送では排砂管が閉塞し、場合によ
っては排砂管の破裂災害が発生する。

３．工夫と適用結果

今回、使用した空気圧送船は、国内最大級の超
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高濃度軟泥空気圧送船（１，０００m３／h）で４００mm
程度の石を５０mm程度に破砕するクラッシャーを
搭載している。作業船による圧送状況を図－１に
示す。
�１ 空気圧送揚土①
埋立地内の水を循環水として加水し、排砂管の
摩耗低減を図った。加えてインペラスリーブ関係
の摩耗対応として約５０，０００m３毎に機材の交換を
行いトラブル防止に努め、護岸工事の工程遅延を
防止した。
循環水を使用しての加水でも、空気圧送船２隻
での揚土により、処分場内の水位は約３cm／日程
度の上昇があった。水位上昇による築堤法面保護
として、揚土土砂で築堤の腹付け保護をバックホ
ウで行い、安定を図った。

図―１ 空気圧送状況
（写真左側が本工事で使用した圧送船）

�２ 空気圧送揚土②
サンゴ塊を含む浚渫土砂をホッパー部のスク
リーンですり潰し後、大きなサンゴ塊はクラッシ
ャーで破砕し、さらに水を循環水として加水し圧
送した（図―２～４参照）。
排砂管の閉塞を防止するため、船内の管の圧力
計に加え、揚土場所までの３箇所に圧力計を設置
して圧力管理を行った。
また、排砂管の閉塞が発生しないように浚渫土
砂のホッパーへの投入作業時にサンゴ塊等の投入
量を目視確認で管理した。

４．おわりに

粘性土砂とサンゴ塊混入土砂は、排出時には、

サンゴ塊は重たいため、排砂口手前で堆積し粘性
土砂は遠方へ放出する傾向があった。そこで、埋
立土砂を均一にするために、分離した粘性土とサ
ンゴ塊をバックホウで混ぜ合わせたうえで、築堤
の腹付け材料として使用した。施工は隣接工区の
工程に影響を与えることもなく無事工事を完了す
ることができた。

図―２ 浚渫土砂ホッパー投入状況

図―３ サンゴ塊混入状況

図―４ クラッシャー機
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